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提案書評価基準 
 
 
 

１ 基本的な評価事項 

表１ 基本的評価事項 

 

評価項目 評価の着眼点 
配 

点 

評 

価 

評価の 

換算式 
評価点 

予定技術者の 

経験及び業務 

実施能力 

30 点満点 

管理技術者 

技術者が有する技術者資格

及びその専門分野の内容 

10    

過去 10年間の同種又は類似

業務の実績の内容 

5    

照査技術者 

技術者が有する技術者資格

及びその専門分野の内容 

10    

過去 10年間の同種又は類似

業務の実績の内容 

5    

業務実施方針 

30 点満点 

業務内容の理解度 10    

業務実施方針の妥当性 10    

業務実施手法の妥当性 10    

システム構築に 

おけるポイント 

70 点満点 

管路台帳システムの特徴 20    

情報セキュリティの信頼性・安全性 20    

システムの拡張性 20    

登載した属性情報等の検索機能 10    

価格評価 

15 点満点 

参考見積書（本業務） 

概算業務価格（上限）に対する割合 

 

 

15 自 動 

ランニングコスト 

15 点満点 

令和８年度～10 年間のトータルコスト 

 一番安い  15 点 

二番目   12 点 

三番目      9 点 

四番目    6 点 

五番目以降  3 点 

15 

窓口業務の 

負担軽減 20 点満点 

窓口での管路図照会業務の負担軽減 20    

ヒアリング 

20 点満点 

取組意欲 10    

理解度・専門技術力 5    

実現性 5    

評価の合計（200 点満点）  
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２ 評価方法 

（１）各評価項目について，Ａ，Ｂ，Ｃの３段階評価を行うことを標準とする。 

（２）評価は各項目５点満点とし，Ａ＝５点，Ｂ＝３点，Ｃ＝０点とする。 

例えば，表１において配点１０点の項目の場合 

評価がＡであれば評価点は １０×５／５＝１０点 

評価がＢであれば評価点は １０×３／５＝ ６点 

評価がＣであれば評価点は １０×０／５＝ ０点 

（３）業務内容により，５段階評価とすることも可とする。この場合ＡＢの中間を

Ａ´，ＢＣの中間をＢ´とし，各々４点，２点とする。 

（４）Ｃ評価のあるものは原則として選定しない。ただし、管理技術者と照査技術の資格

及び専門分野の項目は除く。 

（５）各評価項目の評価の視点は表２のとおりとする。 

 

 表２ 評価の視点 

評価項目 評価の着目点 
評価 

Ａ Ｂ Ｃ 

予定技術

者の経験

及び業務

実施能力 

管
理
技
術
者 

技術者が有す

る技術者資格

及びその専門

分野の内容 

Ｃ以外にPMPや ITス

トラテジスト、空間

情報総括監理技術者

の資格いずれか 2 つ

以上を有する 

Ｃ以外にPMPや ITス

トラテジスト、空間

情報総括監理技術者

の資格いずれか１つ

を有する 

技術士（上下水道部

門－下水道）または

RCCM（下水道）の資格

を有する 

過去 10 年間の

同種又は類似

業務の実績の

内容 

高度な実績がある 

（3件以上） 
ＡＣに該当しない 実績がない 

照
査
技
術
者 

技術者が有す

る技術者資格

及びその専門

分野の内容 

PMP や IT ストラテジ

スト、空間情報総括

監理技術者の資格い

ずれか 2 つ以上を有

する 

PMP や IT ストラテジ

スト、空間情報総括

監理技術者の資格い

ずれか１つを有する 

ＡＢに該当しない 

過去 10 年間の

同種又は類似

業務の実績の

内容 

高度な実績がある 

（3件以上） 
ＡＣに該当しない 実績がない 
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評価

項目 
評価の着目点 

評価 

Ａ Ａ´ Ｂ Ｂ´ Ｃ 

業務

実績

方針

及び

手法 

業務説明書等

の理解度 

適格に理解し

ており検討が

十分 

適格に理解し

ている 

理解している 追加説明・補足

が必要 

業務内容をよ

く理解してい

ない 

実施方針の妥

当性 

特に優れている 優れている 妥当である 一部協議・修正

が必要 

妥当でない 

実施手法の妥

当性 

 

シス

テム

構築

にお

ける

ポイ

ント 

管路台帳シス

テムの特徴 

 下水道スト

ックマネジメ

ントを実現す

るために必要

な機能を有し

ているか 

特に優れている 優れている 妥当である 一部妥当である 妥当でない 

情報セキュリ

ティの信頼性・

安全性 

 情報セキュ

リティに関す

る適切な対策

が示されてい

るか 

システムの拡

張性 

 アセットマ

ネジメント、管

路更新計画へ

の活用が可能

か 

登載した属性

情報等の検索

機能 

 指定したエ

リアから苦情

記録などを検

索できたり、緊

急度の判定を

色別に表示し

たりできるか 
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評価

項目 
評価の着目点 Ａ Ａ´ Ｂ Ｂ´ Ｃ 

窓口

業務

の負

担軽

減 

窓口での管路

図照会の業務

について負担

軽減が図れる

か 

 

特に優れている 優れている 妥当である 一部妥当である 妥当でない 

ヒア

リン

グ 

取組意欲 

特に優れている 優れている 妥当である 一部妥当である 妥当でない 

理解度・専門技

術力 

実現性 

 


